






A Model for the Plan of “Environment Itself” 




　We propose a model based on the plan for “environment itself” which was established 
in Part I. It is used as a tool in environmental education in order to become aware of “How 
environment is.” 
　We compare it with Froebel’s gift and clarify the role of the model in environmental 
education.
　The ease of handling the model realizes Nogami’s “co-sympathy” in a classroom.
　The model clarifies defects of the framework of the process of ESD and helps 
supplement them.
　How to use the model in a classroom is discussed from the viewpoint of “computability” 
in the metamathematics and Nagai’s philosophical viewpoint.












































































































































入っている。すなわちドウアイ（Douai, Adolf）の“The Kindergarten: A Manual for the 
Introduction of Froebel’s system of Primary Education into Public Schools; And for the Use 























ぐさみもの）」と訳されている。（）内はルビ（６頁）。その原書も英語文献のJ. Ronge & B. 










































































































































































画 系 論 文 報 告 集 』（ 第387号，1988年，71-78頁 ），73-74頁，76頁 の 注 ３。Kleene “Introduction to 































26） ロレンツェン　『コトバと規範』（原著タイトル：Normative Logic and Ethics）　理想社　1972，141頁。
側言語は，「パラ言語」とも言われ，つぎの例のような使い方もある。すなわち「「なにやってるの？」
という表現も普通に言えば単なる疑問ですが，言い方によっては非難や叱責を表すこともできます。こ
の「言い方」の部分がパラ言語というわけです。」http://www.kanjifumi.jp/keyword/ha/paralanguage.
htm
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まり，当の模型の操作は，物事の操作であり，その操作結果は，眼前に提示されるだけであ
る。この物事の構成やあり方の環境的解釈を表現する言語は，ロレンツェンの用語では直言語
（ortholanguage）に当たる。が，直言語と側言語との関係について遠藤は，
　　 　直言語と側言語は子供に楽器の奏法を教える教師の言葉と旋律そのもののように，両者
の間に循環が起こりえない。
と述べる27）。この引用文を，筆者は，側言語＝教師の言葉，直言語＝子供が弾く旋律と解する。
その根拠は，本文の，
　　 教育学的には側言語が直言語に先行するでしょう。側言語を用いる基本的な目的は直言語
の用語が適切に導入されうる状況を記述することです。かかる記述は教える必要のあるそ
れらの用語の理解を前提にしてはならないので，その際用いられる側言語はこれらの用語
の同義語をまったく含まないものでなければなりません。
とある28）ことによる。
　言葉による言葉の説明に終始するのではなく，教える側の意図する環境的物事の提示を先行
させ，その後に言葉の説明を与えることが，環境学習にとって必要不可欠なことである。
　環境教育は，環境に関する知識の教授ではなく，環境行動への結びつきが大事であると言わ
れる。これは，学ぶ者が言葉による環境用語を学習するのではなく，環境的物事を学習するの
であり，環境的物事を通じての学習が優先されねばならないことを意味する。野上の環境教育
における交感的環境認識がとらえていることは，子どもたちが，いわゆる森や林の中に立ち，
木々のような自然物だけではなく，友だちという社会的存在者を含む場において五感を通じて
体験することの大事さである。
５．おわりに
　環境全体とは，「知ることのできるものと知ることのできないものとの両者を含む」と規定
するならば，ここで作成した「環境そのもの」の模型は，「知ることのできるもの」を抽出し，
子どもたちが手に取ることができる物として構成している。そこには抽象過程が入るので子ど
もたちにとってある種の疎外感または「わたしの向こうの事柄」という感じをもつかも知れな
い。このことの回避は，小さな紙片（２cm角程度・１円硬貨の大きさ）に自らの似顔絵を描
いてそれを入れ子の最深の四角形の箱に入れて図－１の状態にもたらし，それを図－２のよう
に展開する。出てきた紙片を取り出し，それを入れずに再び図－１の状態にもたらし，その傍
に取り出した似顔絵紙片を置き，今・ここの状態であると説明することにより可能であると考
27） ロレンツェン，26）の訳者「あとがき」，190頁。
28） ロレンツェン，26），143頁。
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える。このことの実験的検証などについては，別の機会にゆずりたい。
付録　「環境そのもの」の平面図の最新版（バージョン２）（31頁）
　前稿（上）で抽出された「環境そのもの」の５条件を再掲し，その平面図の修正版（バージョ
ン２）を提示する。
　条件１　 環境はわたしを中心とする「わたしの環境」が起点である。
　条件２　 わたしの環境の外に，それを取り巻く環境があり，「環境」は「環境の環境」を持
つという入れ子状態である。
　条件３　 環境の最大の広がりは，宇宙である。
　条件４　 環境の中の相互作用は，エネルギーの流れである。
　条件５　 環境に含まれるさまざまなものは，不均等に分布している。
　　 　（上記の５条件で使用される用語「環境」について定義項と被定義項の循環が気になる
場合は，「環境」を「めぐり囲む区域」の意味に解しても良い。）
という５つである。それを図化したものが図－14である。
　この図には，前稿（図－４）とは３点で異なる。その一つは，温度記述を加えている。これ
はエネルギーの流れをイメージし易くする分節的目盛りの役割を果たす。もう一つは太陽から
目に見える可視光線も放射されているので，それを描き加えている。３番目は，「わたし」の
囲いを円から四角形に変えている。その理由は，「わたし」にとっての直接の周りは，部屋や
教室であり，それは大部分四角形であるからである。また一番外側以外の円は，一点鎖線とし
ている。その理由は，製図規約上，実際には存在しないが，観念的に想定するものは一点鎖線
で描くことになっているから。例えば地図の市境界などはその例である。
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図−１　「環境そのもの」模型の外観（スマイル顔の直径２cm・１円硬貨の大きさ）
図−３　入れ子箱状態，赤白紐，結び子，金色玉
図−２　「環境そのもの」模型の展開
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図−４　三角形の箱の折り方（蓋にする場合は，❺で点線より２mm程度下にずらした位置で折って
少し大きめにする。）（図−５と共に出典：サイト名：　おりがみくらぶ，URL:http://www.
origami-club.com/　作：新宮文明）
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図−５　ユニットの組み合わせ方（図−４と共に出典：サイト名：　おりがみくらぶ，URL:http://
www.origami-club.com/　作：新宮文明）
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図−６　折り紙を小さなサイズにする方法
図−７　辺の３等分
図−８　六角形箱の折り方１（細線は折り目。１点鎖線は，山折り。２点鎖線は切断線）
中心線 小さな長方形の対角線大きな長方形の対角線
重ねしろ
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図−９　六角形箱の折り方２（左図は折り目を示し，右図は山折り，谷折りの区別を示す）
図ー10　辺の５等分
図−11　結び子の作り方
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図−12　フレーベルの折り紙の最終形
図−13　ESDの学習指導過程を構想し展開するために必要な枠組み（「最終報告書」，４頁）
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図−14　「環境そのもの」の平面図（バージョン２）
太陽：46億年前
約6,000℃　5770ﾟK 
宇宙：137億年前
-270℃　2.7ﾟK 
実線矢印は，物質の流れ。破線矢印は，エネルギーの流れ
一点鎖線の三角形は，宇宙
スマイルマークは，「わたし」
太陽（エネルギー源）
資源
見えるごみ溜まり
見えないごみ溜まり
+
図－14の凡例 
破線の円は，諸種の「環境」。一番外側の円は，地球。一番内側の四角形は，「わたし」
が所在する部屋。一点鎖線は，観念的な境界線。実線ではなく破線にしてある理由は，
境界はあっても，それを越えて物やエネルギーが出入りするから。
地球：46億年前
15℃　288ﾟK
